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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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・
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書
広
報
室
）

　

長
年
、
社
会
の
安
全
の
た
め

に
尽
く
し
て
き
た
警
察
官
ら
に

贈
ら
れ
る
「
危
険
業
務
従
事
者

叙
勲
・
瑞
宝
単
光
章
」
が
元
兵

庫
県
警
警
部
の
神
代
忠
治
さ
ん

（
志
知
）
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

五
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
乳

牛
の
全
国
大
会
「
全
日
本
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
共
進
会
」
に
南
あ
わ
じ
市

か
ら
兵
庫
県
代
表
（
全
十
頭
）
と

し
て
七
頭
が
出
場
し
ま
す
。
出
品

者
は
次
の
方
々
で
す
（
敬
称
略
）。

お
め
で
と
う

伊
加
利
地
区
で
田
舎
の
運
動
会

外
国
人
留
学
生
と
の
交
流

　

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
十
月
一

日
、
伊
加
利
地
区
で
外
国
人
留
学

生
を
交
え
て
の
運
動
会
「
第
十
四

回
田
舎
の
運
動
会
」
が
伊
加
利
地

区
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
国

際
交
流
と
地
区
住
民
交
流
を
兼
ね

た
運
動
会
は
、
恒
例
行
事
と
し
て

伊
加
利
小
学
校
教
員
と
住
民
ら
で

準
備
を
始
め
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
四
月
に
伊
加
利
小
学
校
が
辰

美
小
学
校
に
統
合
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
地
元
住
民
ら
が
こ
れ
を
引
き

継
ぎ
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　

運
動
会
に
は
、
ネ
パ
ー
ル
や
メ

キ
シ
コ
、
中
国
な
ど
か
ら
二
十
六

人
の
留
学
生
と
、
地
区
住
民
約

二
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ス
プ
ー
ン
リ
レ
ー
や
借
り
物
競

争
、
留
学
生
ら
が
考
え
た
ユ
ニ
ー

ク
な
競
技
な
ど
も
行
わ
れ
、
住
民

と
留
学
生
が
入
り
混
じ
り
な
が
ら

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

韓
国
か
ら
の
留
学
生
キ
ム
・
ユ

ン
ス
ク
さ
ん
は
「
み
ん
な
が
大
変

　

十
月
三
日
の
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ

ト
会
議
で
東
北
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス

か
ら
一
巡
指
名
を
受
け
た
、
南
あ

わ
じ
市
市
出
身
の
片
山
博
視
さ
ん

（
報
徳
学
園
高
校
三
年
）
が
、
十

月
九
日
、
両
親
と
と
も
に
中
田
市

長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

片
山
選
手
は
「
指
名
を
受
け
て

ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
選
手

と
し
て
の
体
づ
く
り
を
し
て
、
目

標
と
さ
れ
る
よ
う
な
選
手
に
な
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
豊
富

　安全で安心な南あわじ市の実現に向けて、暴力団の根絶および

犯罪や非行の防止を誓い合う、市民大会が 10月 15 日、三原公

民館大ホールで行われました。その席上、防犯に功労のあった方々

に表彰状が贈られました。受賞者紹介（敬称略）。全国防犯協会連合会防犯

栄誉銅章＝芝
しばとしひろ

壽浩（福良）、県防犯協会連合会長表彰＝川崎廣
ひろし

（倭文）・原君
きみえ

江（福

良）、市防犯協会功労者表彰＝小林昇
のぼる

（松帆）・市川一
かずま

馬（神代）・楓
かえで

るみ子（福

良）、市民の警察官「ゆずるは賞」＝福田美
み ち お

千男（交通課）・草
くさのたつろう

野達郎（福井駐在所）

鳴門御
みさき

崎神社例祭女みこしが福良のまちを練り歩く
　33歳の厄除け祈願にと女性がみこしを担ぐ「鳴門御崎神社例祭」

が 10月９日、福良で行われました。紅白のねじり鉢巻を締め、そろ

いのはっぴを着た同地区出身の女性 25人がみこしを担ぎ、「チョー

サジャ」と元気良く声を掛け合いながら練り歩きました。また、ちど

り保育所園児らもミニだんじりとだんじり唄で、祭りに華を添えまし

た。担ぎ手の大
おおり

利浩子さんは「みこしは重たいが、元気を出して頑張

ります」と元気いっぱいに話してくれました。

神じ
ん
だ
い代

忠た

だ

じ治
さ
ん
に
瑞
宝
単
光
章

▲伊加利地区住民と競技を楽しむ外国人留学生たち

▲元気いっぱいに女みこしが練り歩きました（福良）
▲中田市長（左）から全国表彰の伝達を受ける芝さん
　（中央）。後に県表彰の川崎さんと原さん

暴力追放・安全安心
まちづくり市民大会防犯功労者を表彰

　

十
月
二
十
二
日
〜
二
十
七
日
に

岡
山
県
で
行
わ
れ
た
国
体
秋
季

大
会
出
場
者
は
次
の
方
々
で
す

（
敬
称
略
）。
▼
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
・
成
人
男
子
53 

kg
級
＝

納の
う
と
み
と
し
ゆ
き

富
俊
行
（
広
田
）
▼
同
・
少
年

男
子
85 

kg
級
＝
仲な
か
お
か
ず
や

尾
和
也
（
阿

那
賀
）
▼
相
撲
・
青
年
男
子
Ｂ
＝

江え
も
と
み
ち
た
か

本
典
隆
（
北
阿
万
）
▼
柔
道
・

成
年
男
子
＝
浦う
ら
せ
や
す
し

瀬
泰
司
（
福
良
）

▼
同
・
少
年
男
子
＝
正ま
さ
き
け
ん
と

木
健
人（
北

阿
万
）
▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
少
年

女
子
＝
古ふ
る
い
け
も
も
よ

池
百
々
代
（
潮
美
台
）

　

立た
ち
き
ひ
か
る

木
光
さ
ん
（
市
）
は
、
全
国

高
等
学
校
定
時
制
陸
上
競
技
大

会
・
走
高
跳
・
三
段
跳
に
出
場
。

高た

か

た

ゆ

き

田
夕
来
さ
ん
（
榎
列
）
は
、
全

国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

秋
季
岡
山
国
体
に
出
場

▲神代さん

▲自主防災について話し合う住民ら（湊）

▲中田市長（左から２人目）にサインボールを手渡す
　片山選手。左右は父・勝博さんと母・万喜子さん

2005.11.1発行

▲左から納富さん、江本さん、中田市長、
　仲尾さん、古池さん（10月12日壮行会）

全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

　

共
進
会
へ
出
場

▲浦瀬さん

▲正木さん

沼
島
小
中
学
校
で
漁
業
体
験

沼
島
の
産
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

　

沼
島
小
学
校
と
沼
島
中
学
校
が

合
同
で
、
船
釣
り
な
ど
を
楽
し
み

な
が
ら
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
地

域
の
方
々
と
の
親
睦
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
九
月
二
十
七
日
、「
漁

業
体
験
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

体
験
で
は
小
学
生
四
十
六
人
が

六
隻
に
分
か
れ
船
釣
り
を
、
中
学

生
十
五
人
が
三
隻
に
分
か
れ
て
底

曳
き
漁
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

沼
島
の
約
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

の
世
帯
が
漁
業
で
す
が
、
本
格
的

な
船
釣
り
や
底
曳
き
漁
な
ど
を
体

験
し
た
こ
と
の
な
い
子
も
多
く
、

漁
業
組
合
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
に
教

わ
り
な
が
ら
、
約
二
時
間
で
ベ
ラ

や
ア
オ
リ
イ
カ
な
ど
を
釣
り
上
げ

ま
し
た
。

　

神
邊
孝
子
さ
ん（
沼
島
中
三
年
）

は
「
お
父
さ
ん
が
一
人
で
底
曳
き

漁
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
仕
事
の

大
変
さ
が
改
め
て
わ
か
っ
た
」
と

感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

森
和
重
沼
島
中
学
校
長
は
「
沼

島
の
基
幹
産
業
を
少
し
は
理
解
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
環
境
を

守
り
、
活
か
す
人
材
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
子
ど
も
た
ち
に
話
し

ま
し
た
。

界
が
あ
る
の
で
、
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
で
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
自
主
防
災
組
織
の

必
要
性
に
つ
い
て
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

住
民
か
ら
は
「
実
際
に
災
害
が

起
こ
っ
た
と
き
は
、
人
を
助
け
る

こ
と
は
む
ず
か
し
い
」「
隣
近
所

の
助
け
合
い
が
基
本
、
自
分
た
ち

の
で
き
る
こ
と
か
ら
徐
々
に
進
め

て
い
き
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
、
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上

げ
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
説
明
会
は
阿
那
賀
地
区
、
福

　

湊
地
区
（
松
本
省し

ょ
う
じ自

区
長
）
で

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
の
説

明
会
が
十
月
四
日
、
湊
活
性
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
住
民
ら
約

二
十
五
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
・

防
災
課
が
自
主
防
災
組
織
の
先
進

地
・
高
知
県
浦
戸
地
区
で
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
、「
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
救
出
さ
れ
た
方
の

八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
隣
近
所
の

助
け
合
い
、
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
は

消
防
や
自
治
体
な
ど
の
助
け
で
し

た
。
自
治
体
な
ど
の
支
援
に
は
限

▲魚を釣り上げ笑顔がこぼれる沼島小学校の児童ら

良
東
一
丁
目
に
つ
づ
き
三
か
所

目
。
市
で
は
今
後
も
地
区（
集
落
）

単
位
で
の
自
主
防
災
組
織
の
設
立

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

を
述
べ
ま
し
た
。中
田
市
長
は「
南

あ
わ
じ
市
の
キ
ラ
リ
と
光
る
ス
タ

ー
が
誕
生
し
た
。
プ
ロ
と
い
う
競

争
の
厳
し
い
世
界
で
す
が
、
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

　

片
山
選
手
は
小
学
校
三
年
生
か

ら
三
原
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
で
野
球
を
始

め
、
三
原
中
学
校
で
は
長
身
の
サ

ウ
ス
ポ
ー
投
手
、
四
番
バ
ッ
タ
ー

と
し
て
活
躍
し
、
全
国
大
会
ベ
ス

ト
８
入
賞
の
原
動
力
と
な
り
ま
し

た
。
高
校
で
は
、
昨
年
に
全
国
大

会
春
夏
連
続
出
場
を
果
た
す
な
ど

大
活
躍
し
て
い
ま
す
。

や
さ
し
く
し
て
く
れ
て
い
る
。
楽

し
く
過
ご
せ
た
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

片
山
博ひ

ろ
し視
さ
ん
が
表
敬
訪
問

ド
ラ
フ
ト
１
巡
指
名
で
プ
ロ
野
球
界
へ

湊
地
区
で
自
主
防
災
組
織
の
説
明
会

災
害
時
の
助
け
合
い
を
地
域
で
考
え
る

▲立木さん

▲高田さん

後列左から淡路農業技術ｾﾝﾀｰ、堀部悌
ていじ

二
（八木）、山田光

みつお

雄（志知）、出口順
じゅんや

也
（志知）、前列左から安田正

まさかず

一（神代）、
賀集一

かずひろ

裕（賀集）、木田有
たもつ

（北阿万）

全
国
大
会
に
出
場


